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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第94期
第１四半期
累計期間

第95期
第１四半期
累計期間

第94期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 784,189 784,438 3,080,116

経常利益（千円） 2,977 30,460 63,153

四半期（当期）純利益（千円） 632 26,392 52,876

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― ― ―

資本金（千円） 1,066,950 1,066,950 1,066,950

発行済株式総数（株） 14,672,333 14,672,333 14,672,333

純資産額（千円） 808,681 939,187 902,953

総資産額（千円） 3,407,383 3,386,775 3,359,121

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 0.04 1.80 3.61

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― ―

自己資本比率（％） 23.7 27.7 26.9

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社の

異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

　　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権による金融緩和策などの経済政策への期待感から、円高の是

正や株価の上昇など緩やかな持ち直しの動きがみられました。しかしながら、輸入原材料等の価格上昇や中国の景

気停滞など海外経済に対する不安感もあり、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

　　このような状況下にあって当社は、顧客の多様なニーズへの対応力を高め、受注拡大に向けての製品の差別化や、工

場の生産性を高める取り組みを継続してまいりました。

　　この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高は784百万円（前年同四半期は784百万円）となり、営業利益32百

万円（前年同四半期比313.3％増）、経常利益30百万円（前年同四半期比923.1％増）、四半期純利益26百万円（前

年同四半期は0百万円）となりました。

 　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①チェーン事業

　国内では、運搬機械業界や農機具業界向けが好調に推移しましたが、工作機械業界や搬送機械業界向けが減少しま

した。一方、輸出においては、東南アジア向けが大きく減少しました。また、工場の生産性向上の取組みにより利益率

が改善されました。これらの結果、売上高は682百万円（前年同四半期比2.5％減）、営業利益は45百万円（前年同四

半期比28.0％増）となりました。

②金属射出成形事業

　自動車用部品の売上が大きく伸びました。その結果、売上高は91百万円（前年同四半期比23.6％増）、営業利益は

25百万円（前年同四半期比53.3％増）となりました。

③その他事業

　その他事業の売上高は10百万円（前年同四半期は10百万円）、営業利益は7百万円（前年同四半期比0.5％増）と

なりました。

　

　　(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　　(3)　研究開発活動

　　　　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、1百万円であります。

　　　　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　今後の経済の見通しにつきましては、新政権による経済政策の期待感などから国内景気は緩やかな回復が見込ま

れる一方、原材料価格の高騰が見込まれ、中国の景気減速、為替相場等不透明な要因も多く、当社を取り巻く環境は

厳しい状況が続くと見込まれます。当社におきましては、これらの状況を踏まえて、当事業年度を最終年度とする

「第３次３カ年経営計画」を実施しており、厳しい状況の下でも継続して利益を確保できる体質改善に取り組ん

でおります。

EDINET提出書類

オリエンタルチエン工業株式会社(E01581)

四半期報告書

 3/15



(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末における総資産は3,386百万円で前事業年度末に比べて27百万円増加しました。これは、

前事業年度末と比べ、現金及び預金が9百万円、たな卸資産が13百万円増加し、売上債権が11百万円、未収入金（流動

資産その他）が5百万円減少したことを主要因として、流動資産が2,311百万円と5百万円増加したこと、また、無形

固定資産が22百万円増加したこと等により、固定資産が1,074百万円と21百万円増加したことによるものです。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は、2,447百万円で、前事業年度末と比べ8百万円減少しました。これ

は、前事業年度末に比べ仕入債務が18百万円、未払賞与（流動負債その他）が32百万円増加し、未払金(流動負債そ

の他)が18百万円、賞与引当金が15百万円、未払法人税が7百万円減少したことを主要因として流動負債が1,541百万

円と11百万円増加したこと、また退職給付引当金が3百万円、長期未払金が16百万円増加し、社債が13百万円、長期借

入金が28百万円減少したこと等により、固定負債が906百万円と20百万円減少したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、939百万円で、前事業年度末と比べ36百万円増加しました。主な要因

は、四半期純利益26百万円の計上とその他有価証券評価差額金の増加8百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は27.7％になりました。

　

(6)　経営者の問題認識と今後の方針について

　当社を取り巻く事業環境は、依然として厳しい状況が継続すると認識しております。当社といたしましてはこのよ

うな状況下でも黒字の継続を最重要課題と認識し、将来的に安定的に利益を計上できる体質にするための抜本的

な構造改革を継続し、企業発展の基盤の強化に取り組んでまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,672,333 14,672,333
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 14,672,333 14,672,333 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

自　平成25年４月１日

至　平成25年６月30日
－ 14,672,333 － 1,066,950 － 168,230
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 (自己保有株式)

　普通株式　　 44,000　
－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,532,000 14,532 －

単元未満株式 　普通株式     96,333 － －

発行済株式総数 14,672,333 － －

総株主の議決権 － 14,532 －

 

②【自己株式等】

　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

オリエンタルチエン

工業株式会社

石川県白山市

宮永市町485番地
44,000 － 44,000 0.30

計 － 44,000 － 44,000 0.30

　

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　  0.2％

売上高基準　　　  0.2％

利益基準　　　　  3.5％

利益剰余金基準　  0.2％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 529,863 539,755

受取手形 ※2
 614,711

※2
 605,589

売掛金 441,334 439,269

有価証券 5,462 5,463

商品及び製品 173,956 190,393

仕掛品 312,905 302,796

原材料及び貯蔵品 204,853 212,349

その他 25,223 18,479

貸倒引当金 △2,000 △2,100

流動資産合計 2,306,310 2,311,997

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 216,855 213,281

機械及び装置（純額） 281,229 265,487

土地 242,887 242,887

建設仮勘定 12,027 21,526

その他（純額） 26,923 26,409

有形固定資産合計 779,924 769,592

無形固定資産 5,922 28,599

投資その他の資産

投資有価証券 145,183 154,723

その他 122,569 122,652

貸倒引当金 △790 △790

投資その他の資産合計 266,963 276,586

固定資産合計 1,052,810 1,074,778

資産合計 3,359,121 3,386,775
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 ※2
 414,859

※2
 428,476

買掛金 150,708 155,426

短期借入金 745,480 727,240

未払法人税等 12,074 4,616

賞与引当金 20,746 5,474

その他 ※2
 185,350

※2
 219,842

流動負債合計 1,529,219 1,541,076

固定負債

社債 168,800 155,500

長期借入金 502,600 474,490

退職給付引当金 193,429 197,006

役員退職慰労引当金 38,620 38,620

その他 23,497 40,894

固定負債合計 926,948 906,511

負債合計 2,456,167 2,447,587

純資産の部

株主資本

資本金 1,066,950 1,066,950

資本剰余金 168,230 168,230

利益剰余金 △343,728 △317,335

自己株式 △4,563 △4,563

株主資本合計 886,887 913,280

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 20,634 29,397

繰延ヘッジ損益 △4,568 △3,489

評価・換算差額等合計 16,065 25,907

純資産合計 902,953 939,187

負債純資産合計 3,359,121 3,386,775
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 784,189 784,438

売上原価 656,728 633,454

売上総利益 127,460 150,983

販売費及び一般管理費 119,702 118,918

営業利益 7,758 32,064

営業外収益

受取利息 27 26

受取配当金 2,146 2,192

保険解約返戻金 216 1,520

その他 2,855 3,336

営業外収益合計 5,246 7,075

営業外費用

支払利息 7,658 6,925

その他 2,369 1,753

営業外費用合計 10,027 8,679

経常利益 2,977 30,460

特別損失

固定資産廃棄損 631 650

特別損失合計 631 650

税引前四半期純利益 2,345 29,810

法人税、住民税及び事業税 1,713 3,417

法人税等合計 1,713 3,417

四半期純利益 632 26,392
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

１．受取手形割引高及び営業外受取手形割引高

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形割引高 －千円 50,033千円

営業外手形割引高 26,602 15,559

　

　※２．四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期日に

決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 58,366千円 42,698千円

支払手形 123,574 118,843

設備関係支払手形(流動負債その他) 2,906 1,833

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 29,026千円 24,668千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
 その他

（注）１
 合計

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３

チェーン事
業

金属射出
　成形事
業

計

売上高        

外部顧客への売上高 699,78774,282774,07010,119784,189 － 784,189

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 699,78774,282774,07010,119784,189 － 784,189

セグメント利益 35,18916,51851,7077,40659,113△51,355 7,758

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
 その他

（注）１
 合計

調整額
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（注）３

チェーン事
業

金属射出
　成形事
業

計

売上高        

外部顧客への売上高 682,51291,806774,31910,119784,438 － 784,438

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 682,51291,806774,31910,119784,438 － 784,438

セグメント利益 45,02625,32970,3557,44277,798△45,733 32,064

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 0.04円 1.80円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 632 26,392

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 632 26,392

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,629 14,628

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月12日

オリエンタルチエン工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　久晴　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小出　健治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオリエンタルチエ
ン工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第95期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月
１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半
期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半
期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表の作成基準に準拠して、オリエンタルチエン工業株式会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日を
もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において
認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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